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エ 第10回以降の介護福祉士国家試験の受験
票の交付を受けた者（実務経験見込証明書
又は卒業見込証明書及び履修見込証明書の
提出により受験票の交付を受けた者であっ
て、実務経験証明書、卒業証明書及び履修
証明書を提出していないものを除く。）に
あっては、当該受験票の提出をもって、実
務経験証明書、卒業証明書（学校教育法第
56条第２項の規定により大学への入学を認
められた者にあっては、これを証する書面）
及び履修証明書の提出に代えることができ
る。

] 受験に関する書類の受付期間、提出場所等
ア 受験に関する書類は、６の\において別
に定めるものを除き、平成21年８月12日（水
曜日）から平成21年９月11日（金曜日）ま
での間に、財団法人社会福祉振興・試験セ
ンターに提出すること。

７ 携帯電話等の通信機器の持込みについて 不
正行為等の防止の観点から、試験会場には携帯
電話等の通信機器の持込みを一切禁止する。こ
の受験条件に違反して携帯電話等の通信機器の
持込みが確認されたときは、当該受験を無効と
する場合がある。なお、実技試験においては、
受験前の場合は受験を認めず、受験後の場合は
当該受験を無効とする。
８ 合格基準の考え方
\ 筆記試験 次の２つの条件を満たした者を
筆記試験の合格者とする。
ア 問題の総得点の60％程度を基準として、
問題の難易度で補正した点数以上の得点の
者であること。

イ アを満たした者のうち、以下の12科目群
すべてにおいて得点があった者であるこ
と。
{社会福祉概論 |老人福祉論 }障害者
福祉論、リハビリテーション論 ~社会福
祉援助技術（演習を含む。） �老人・障害
者の心理 �家政学概論、レクリエーショ
ン活動援助法 ‚医学一般、精神保健 ƒ

介護概論 „介護技術（一問一答問題）
…介護技術（事例問題） f形態別介護技
術（一問一答問題） g形態別介護技術（事
例問題）

] 実技試験 課題の総得点の60％程度を基準
として、課題の難易度で補正した点数以上の
得点の者を実技試験の合格者とする。

９ 合格者の発表
\ 試験の合格者は、平成22年３月31日（水曜
日）午後に、厚生労働省及び財団法人社会福
祉振興・試験センターにその受験番号を掲示
して発表するとともに、財団法人社会福祉振
興・試験センターのホームページ上に合格者
の受験番号を掲載する。

] 合格者には、介護福祉士国家試験合格証書
を平成22年３月31日（水曜日）に投函し郵送
により交付する。

^ ５の\に該当する者で、実務経験見込証明
書を提出したものについては、６の\のイに
示した期日までに実務経験証明書の提出がな
いときは、当該受験を無効とする。

_ ５の]に該当する合格者で、卒業見込証明
書及び履修見込証明書を提出したものについ
ては、平成22年３月31日（水曜日）までに卒
業することを条件として合格させることと
し、卒業証明書及び履修証明書が提出された
日以降に合格証書を投函し郵送により交付す
る。当該証明書の提出がないときは、当該受
験を無効とする。

` ４の_による実技試験の免除を申請した者
のうち、介護技術講習受講決定通知書を提出
した者（６の\のカに示した期日までに、実
技試験免除申請取下書を提出した者を除く。）
にあっては、６の\のオに示した期日までに
介護技術講習修了証明書の提出がないとき
は、当該受験を無効とする。

10 受験の申込みに必要な書類の請求 受験の手
引、受験申込書、払込用紙等受験の申込みに必
要な書類の請求は、原則として財団法人社会福
祉振興・試験センターのホームページ上の請求
窓口又は郵便はがきによって行うこととし、郵
便はがきの場合は、はがきの裏面に請求者の郵
便番号、住所、氏名及び電話番号並びに受験の
手引等の必要部数（「介護福祉士受験の手引等〇
部請求」と記載すること。）を明記して財団法人
社会福祉振興・試験センターに申し込むこと。
なお、請求者は、受験の手引等の必要書類を
受け取った後、速やかに所定の払込用紙を用い、
ゆうちょ銀行の払込又はその他の金融機関から
の振込により受験の手引等１部につき600円（送
料を含む。）を財団法人社会福祉振興・試験セン
ターに納付すること。
この場合において、ゆうちょ銀行の払込等に
要する費用は請求者の負担とする。

11 その他
\ 試験の詳細については、財団法人社会福祉
振興・試験センターが発行する「受験の手引」
を参照すること。

] 受験に際し、身体に障害があるなどのため
別室の設定、手話通訳者の付与等何らかの配
慮を希望する者は、あらかじめ受験申込時に
その旨を申し出ること。

12 試験に関する照会先 財団法人社会福祉振
興・試験センター 東京都渋谷区渋谷１丁目５
番６号 郵便番号 150` 0002 電話番号 03

（3486）7521 試験案内専用電話番号03（3486）
7559（音声及びファクシミリ） ホームぺージ

http://www.sssc.or.jp/

介護福祉士試験委員の公告
第22回介護福祉士国家試験の試験委員を次のと
おり公告する。
平成 21年７月 10日

厚生労働大臣 Å添 要一
試験委員長 大島 伸一
副 委 員 長

朝倉 京子 遠藤 英俊 川井太加子
久保田トミ子 黒澤 貞夫 是枝 祥子
根本 嘉昭

委 員
秋下 雅弘 秋山 昌江 石井 享子
市橋 正子 井上由起子 岩井 惠子
臼井 正樹 大崎 千秋 太田 貞司
岡 京子 岡田 史 小澤 温
小櫃 芳江 織田 知美 数野千恵子
金津 春江 `土 禮子 川手 信行

オ ４の_により実技試験の免除を申請する
者が提出する書類 受験申込書提出の際に
すでに講習を修了している者にあっては講
習の実施者が交付する介護技術講習修了証
明書、受験申込書提出後に講習を修了予定
の者にあっては講習の実施者が交付する介
護技術講習受講決定通知書
なお、介護技術講習受講決定通知書を提
出した者にあっては、平成22年２月５日（金
曜日）までに、介護技術講習修了証明書を
提出すること。
カ 前回又は前々回の介護福祉士国家試験の
受験票の交付を受けた者であって、介護技
術講習修了証明書を提出したものについて
は、当該受験票の提出をもって介護技術講
習修了証明書の提出に代えることができ
る。
キ 実技試験の免除を申請した者で、講習を
修了しなかった者にあっては、実技試験免
除申請取下書を提出した上で、筆記試験に
合格した者に限り、実技試験を受けること
ができる。
なお、実技試験免除申請取下書は、平成

22年１月８日（金曜日）までに提出するこ
と。提出は原則として簡易書留郵便による
こととし、同日までの消印があるものに限
り受け付ける。やむを得ず直接持参する場
合の受け付けは、平成22年１月８日（金曜
日）午後５時までとする。（ただし、土曜日、
日曜日、祝日及び平成21年12月29日から平
成22年１月３日までの間は除く。）

イ 受験に関する書類の提出は、原則として
簡易書留郵便によるものとし、平成21年９
月11日（金曜日）までの消印のあるものに
限り受け付ける。
ウ 受験に関する書類をやむを得ず直接持参
する場合の受付時間は、上記期間中毎日（土
曜日、日曜日及び祝日を除く。）午前９時30

分から午後５時までとする。
エ 受験に関する書類を受理した後は、当該
書類の返還及び試験地の変更は認めない。
なお、当該書類に記載されている氏名、
現住所又は連絡先に変更を生じたときは、
その都度氏名及び受験番号を明らかにし
て、その旨を財団法人社会福祉振興・試験
センターへ届け出ること。
ただし、試験地は、事情により希望試験
地とならない場合がある。

^ 受験手数料
ア 受験手数料は、12¶500円とし、受験手数
料の額を財団法人社会福祉振興・試験セン
ター所定の５連式払込用紙を用い、ゆう
ちょ銀行の払込又はその他の金融機関から
の振込により納付すること。この場合にお
いて、ゆうちょ銀行の払込等に要する費用
は受験者の負担とする。
イ 受験に関する書類を受理した後は、受験
手数料は返還しない。

_ 受験票の交付
ア 筆記試験受験票は、平成21年12月11日（金
曜日）に投函し郵送により交付する。
イ 実技試験受験票は、筆記試験の合格者（４
の_により実技試験が免除される者を除
く。）に対して、平成22年２月19日（金曜日）
に投函し郵送により交付する。
また、実技試験受験票に当該試験に合格
した旨を併せて記載する。
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